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⻄三河⼯業⽤⽔道事業の概要
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給⽔区域 岡崎市（⼀部）、半⽥市、碧
南市、刈⾕市、豊⽥市（⼀部）、安城市、
⻄尾市（⼀部）、⾼浜市、みよし市、東
浦町、武豊町、幸⽥町（9市3町）
給⽔対象 131事業所
計画給⽔量 300,000m3/⽇
契約⽔量 280,512m3/⽇
実績給⽔ 143,194m3/⽇（2022.4）
＜明治⽤⽔頭⾸⼯概要＞

利⽤⽤途 農業、⼯業、上⽔道
設置年度 1958年度（昭和33年度）
設置場所 豊⽥市⽔源町及び室町
設置；農林⽔産省 管理；明治⽤⽔⼟地改良区

⼤規模漏⽔箇所



明治⽤⽔頭⾸⼯漏⽔概要

2022/6/21 第１３回⼯業⽤⽔道政策⼩委員会 3

5/16 左岸上流側 吸込箇所

5/16 左岸下流側 噴上箇所

⾄ 安城浄⽔場（⼯⽔）

⾄ 幸⽥浄⽔場（上⽔）

渦
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5/17 左岸上流

5/17 左岸下流

5/18 左岸上流

5/18 左岸下流



⼯業⽤⽔道の対応経過(1/3)
5/15 東海農政局が漏⽔確認
5/16 東海農政局が漏⽔対策として採⽯投⼊
5/17 03:38 明治⽤⽔⼟地改良区から当庁へ漏⽔情報第⼀報

09:30 受⽔事業所（⼯⽔）に情報提供（第１報）
【明治⽤⽔頭⾸⼯で⼤規模な漏⽔が発⽣し、取⽔量を⼗分確保できていない。安城浄⽔場は取⽔を
維持しているが、仮に取⽔停⽌した場合、４時間程度は給⽔を継続できる⾒通し】

15:50 受⽔事業所（⼯⽔）に情報提供（第２報）
【明治⽤⽔頭⾸⼯で取⽔量を⼗分確保できていない。本⽇⼣刻を⽬途に仮設ポンプを１台設置し、
通常の６割程度の取⽔は可能となる⾒込み。更に本⽇中を⽬途に２台⽬を設置予定】

18時頃 明治⽤⽔頭⾸⼯の右岸取⽔（農⽔・⼯⽔（安城浄⽔場））を停⽌
20:50 受⽔事業所（⼯⽔）に情報提供（第３報）

【明治⽤⽔頭⾸⼯でポンプ設置に時間を要しており、安城浄⽔場の取⽔が停⽌する恐れがある。可
能な限りの⼯⽔使⽤量の削減及び受⽔停⽌に向けた準備態勢を依頼】

22:45 企業庁記者会⾒
【明治⽤⽔頭⾸⼯で⼤規模な漏⽔が発⽣。安城浄⽔場で必要⽔量を確保できない状況。午後10時頃
に安城浄⽔場で取⽔ができなくなり、約４時間後の午前２時頃に給⽔停⽌が⾒込まれる。】

5/18  04:45 安城浄⽔場（⼯⽔）の取⽔停⽌
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⼯業⽤⽔道の対応経過(2/3)
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5/18  04:50 受⽔事業所（⼯⽔）に情報提供（第４報）
【安城浄⽔場の取⽔を停⽌することになった。受⽔停⽌のお願い】

14:50 受⽔事業所（⼯⽔）に情報提供（第５報）
【復旧が明⽇以降となるため、引き続き受⽔停⽌の協⼒を依頼】

5/19 5時頃 仮設ポンプ稼働開始
10:00 安城浄⽔場（⼯⽔）の取⽔再開
10:00 受⽔事業所（⼯⽔）に情報提供（第６報）

【午後からの段階的な給⽔再開に向けて準備を進めており、受⽔再開に向けての準備をお願い】

19:00 企業庁記者会⾒
【午後７時頃から段階的に受⽔再開するが、安城浄⽔場の取⽔状況を鑑みて、通常の３割程度の受
⽔をお願いしたこと】

19:00 受⽔事業所（⼯⽔）に情報提供（第７報）
【午後７時頃から段階的に給⽔を再開するが、当⾯の間、給⽔量は通常の３０％のとするお願い】

19時〜 安城浄⽔場（⼯⽔）から⾐浦臨海エリアへの給⽔再開
21時頃〜 安城浄⽔場（⼯⽔）から北部エリアへの給⽔再開
23時頃〜 安城浄⽔場（⼯⽔）から幸⽥エリアへの給⽔再開



⼯業⽤⽔道の対応経過(3/3)
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5/20  18:00 企業庁記者発表
【農業⽤⽔が取⽔できない状況を鑑み、受⽔事業所に更なる⼯業⽤⽔の使⽤量削減への取り組みを
依頼したこと】

6/1    16:30 知事記者会⾒、受⽔事業所（⼯⽔）へ連絡
【午後６時以降、５割程度の受⽔に緩和する。なお、引き続き⽔利⽤の節減をお願いする。また、
仮設ポンプ等からの供給量が制限される場合、受⽔量削減への協⼒をお願いする可能性がある。】

6/5    17:15 受⽔事業所（⼯⽔）に情報提供（第８報）
【今晩からの降⾬により、⼯業⽤⽔の受⽔量削減をお願いする可能性がある。】



現在進められている応急対策⼯事
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右岸取⽔⼝

左岸取⽔⼝

右岸；取⽔⼝⽔位上昇のため⼤
型⼟嚢や⽮板による流向変化

⼤型⼟嚢

鋼⽮板

左岸；鋼⽮板や⼤
型⼟嚢により⽌⽔

仮設ポンプにより旧
安永川を通じて明治
⽤⽔へ補給

P

P
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東海農政局による現地計測値

（東海農政局による計測未実施）

仮設ポンプ能力（公称値）

安城浄水場（工水）の取水量

流量（m3/s）

162台、11.62m3/s
（5⽉30⽇14 時時点）

42台、2.74m3/s
（5⽉19⽇15 時時点）

通常の取⽔量の３割程度
（0.6m3/s）

仮設ポンプの取替、出⽔による停
⽌など、⼀時的な能⼒低下

通常の取⽔量の５割程度
（1.0m3/s）

仮設ポンプと取⽔量
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今回事故とＢＣＰ
愛知県は⼯業⽤⽔に係るBCPも作成し、さらにはこのBCPに基づいた各
種要領により危機管理に備えてきた。
【評価点】現時点で、供給停⽌前に可能な情報提供を全てのユーザーに適
宜発信できたことから、ユーザー企業とのコミュニケーションは図れてい
ると考える。（情報伝達⼿段は再考の余地も）
【課題】事故発⽣時から現在も収束しない中で、対策期間が⾒通せない中
での⼈員のやり繰りが⾮常に難しいとともに、ＢＣＰで優先業務を洗い出
ししているが、この業務以外の停⽌⼜は先送り判断が⾮常に困難であるこ
と。
今回の事故事例は愛知県固有の事故ではなく、どの事業においても起こり
うる事故であり、愛知県ではこの事故が収束した際には､この事故に係る対
応を検証し、今後のBCPや各種要領等に反映する。
各⼯業⽤⽔道事業者とこの事故により得られた教訓等を広く共有すること
により、同種事故発⽣時の被害を最⼩限にとどめるような事業者間の横連
携についても協⼒していきたい。
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